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記 事
ドナ ル ド ・ウ ィンチ教 授 特 別 講 演 会
1992年5月7日午後,本 学特別講義室で,イ ギ リスの代表的 な経済思想史家である ド
ナル ド・ウィンチ教授(サ セ ックス大学)の 特別講演会が催 された。そのタイ トルは,
「自由貿易,コ スモポ リタニズム,そ して国民性の経済学」 であ り,EC市 場統合の完
成 を目前に した時点 でイギ リスの経済学の特質 をふ りか えってみよ うとする ものであっ
た。要旨は以下のようであ った。
私は国際経済学か らは じめて経済学 の研究にはい ったが,こ こで標準的理論 にな っ
ている多角的 自由貿易論は,ア ングロ ・アメ リカ経済学 の自由主義的伝統の基軸をな
してい る。た しか にアダム ・ス ミス以来,リ ベラルなコスモポ リタニズムがイギ リス
経済学 を貫通 している。 しか し,よ り仔細にみる と,国民 の安全 とい う立場か ら自由
貿易の原則に例外を認めようとしたマルサスや関税同盟の利点に関 して論争をひきお
こ した トレンズのように,国 民,あ るいは諸階層の複雑な利害関係 を対象 とした議論
もなか ったわけではない。その繁栄の絶頂期のイギ リスでは,ケ アンズやバ ジ ョッ ト
の ようにイギ リス繁栄を経済学 と結びつけ る見解 がみ られ たが,他 方では,コ ール リ
ッジ以来,経 済学のお よぼす無国籍化傾向を嘆 く見解 も見 られ る。 コブデン,ブ ライ
トらの自由貿易論は経済学 とい うよ り信条のようなものであ り,こ れに対 してチ ェン
バ レンが挑戦す ることになる。 しか し,ス ミスにせよマーシ ャルにせよ,経 済学者の
自由貿易支持は こうした議論 とは性格が異 なる。ス ミスは後発 国にとって自由貿易が
賢明な政策 とぽ考えていない し,マ ーシ ャル も幼稚産業保護の利点を知 っていたので
ある。国民的利益を正面に押 し出 して 自由貿易の伝統か ら離反 した経済学者 はケイ ン
ズであ り,彼はそのため経済 の政治化に責任があるとされ るが,ケ インズはその危険
を察知 していた。現在イギ リスではEC統 合 を前 にして国論が割れている。両大戦間
期にケインズが占めていたナショナ リズムの立場に現在マネタ リス トがいるのは皮肉
だが1保 守党は国家主権の喪失 をおそれている。自由貿易の帝国イギ リスの前に他の
全 ての国は とるにた らない存在になって しまうという リス トの予言ははずれたが,こ
れか らはどうなるのか?経 済発展のいまの波のなか で,コ スモポ リタニズムと国民
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性(国 民的 利 害)の 関連 が ど うな る のか,こ れ は 日本 の経済 学者 の見解 を ききた い と
ころで あ る。
ウ ィンチ教授は過去2回 の訪 日のさいにも本学 に立 ち寄 られた ことがあ るが,今 回は,.
やや長 く滞在 して大学院生 の研究指導に協力してほ しいとい う本学ス タッフの希望 にこ
た えられた ものである。教授はこのために,2ヵ 月の滞在期間のあいだに,ア ダム ・ス
ミスか らケインズにいたるイギ リスの経済学者 を順次 とりあげ る連続 セ ミナーを都合6
回開かれた。英語でお こなわれたこのセ ミナーには,本 学の大学院生だけでな く,他 大
学の大学院生,さ らに学内 ・学外のすでに業績のある研究者 も顔をみせ,毎 回10-20人
の出席する有益かっ賑やか なセ ミナ ーになった。学問の国際交流 もしだいに教育 ・研究
の実質的部分にまでおよぶ本格的なものになってい くであろうが,今 回の ウィンチ教授
に よる講演会 と連続 セ ミナーは本学 におけ るその先駆けの一つ になるか もしれ ない。な
お,ウ ィンチ教授の京都滞在 は,京 都ブ リテ ィッシ ュ ・カウンシルの ローデ リック・S・
プライ ド館長 のご尽力で,英 国政府 の著名学者派遣 プ・グラムによって実現 した もので
あ る。 これを記 して謝意をあらわしたい。(山 田晃嗣 ・八木紀一郎)
